
図 2. 電子と核子の量子もつれ生成

の量子回路図および関連する準位図 

図 1.光子から核子への量子テレポーテーション転写におけ

る転写後の核スピンの状態トモグラフィー結果 
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我々は、量子メモリーの候補として近年注
目を集めているダイヤモンド中の窒素-空孔
（NV）中心を用い、光子から核子への量子メ
ディア変換[1][2]や縮退キュービットにおけ
るスピンエコー[3]などを実証してきた。 

光子から核子への量子テレポーテーション
転写[2]において、転写後の核スピンの状態ト
モグラフィー測定は現状一軸に留まっており、
核スピンの状態を完全に読み出せたとは言え
ない(図 1)。トモグラフィー測定を三軸の全基
底で行うためには、生成される電子と核子の
量子もつれ状態を制御することが必要である。
そこで本講演では、空孔に捕獲された電子と
隣接する窒素核子の量子もつれの操作につい
て述べる。 

本研究の特徴は、量子もつれ操作を通常の
エネルギー差を利用した動的操作ではなく、
幾何位相を利用した幾何学的操作[4]で行う
点にある。マイクロ波とラジオ波のパルス二
重共鳴によって量子もつれ状態とした電子と
核子(図 2)のうち、電子に対して光学励起状態
の一つである A2を介して幾何位相を付与し、

もつれ状態を操作する。 

もつれ状態の操作には電子スピンの正確な
操作(図 3)だけではなく、光学励起状態での核
結晶歪みによるスピン破壊の効果を低減する
ことが必要である。これは、光パルスに離調
を与え光学励起状態への滞在時間を短くする
ことにより可能であると考えている。 
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図 3. 幾何学的量子回転操作の量子プロセストモグラフィー結果  
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